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 高野精密工業のタカノ・シャトー（1957）
（現：リコーエレメックス㈱）

◆内容◆

１ 巻頭言　㈱三五　代表取締役社長　恒川幸三 氏

２ 中部“質創造”マネジメント大会２０１３　実施報告

３ 協会だより（受講生の声、品質ＳＡＩＫＯＵ）

　高野精密工業（1938年設立）は1957年に独自設計の薄型ムーブメントを搭載した世界一の薄型腕時計タカノ・

シャトーを発売開始した。

　1959年の伊勢湾台風で壊滅的被害を受けた高野精密工業はリコーの再建支援を受け、1962年、リコー時計（現在

の社名リコーエレメックス）に社名変更した。

　「タカノ」ブランドの腕時計は5年弱の市場販売だったことから、幻の時計メーカーと呼ばれている。

　リコーエレメックスの精密機器（高精度部品ユニット、産業機器等）製品は、タカノ・シャトーの設計/製造で培わ

れた精密部品加工技術・精密組立技術をベースに進化させたものであり、リコーエレメックスのもの作りの原点と

なっている。



6

1



6

2



協会だより

furuyaの品質

　去る9月26日に中部品質管理協会編「“質創造”マネジメント」と題したマネジメ
ントテキストを日科技連より発刊した。多くの関係者のご理解、ご支援により、早
くも第3刷の発行が決定されている。
　発刊に至った背景について、トヨタ自動車の豊田章一郎名誉会長は、最近のデ
ミング賞受賞企業のほとんどが海外企業であることに対して、「どうしてＴＱＭ
が普及しないのか、日本企業はもっとＱＣの勉強をしなければならない。」と常日
頃言われている。
　ところがその一方で、ＴＱＭに関する企業向けのテキストがなく、各種ＴＱＭセミナーでは講
師が自らの経験を基に、それぞれパワーポイントを作成して講義をしているのが実情である。
　筆者は、こうしたモヤモヤを抱えながら、2011年に中部品質管理協会の企画委員長を拝命した。
　その直後、(株)デンソーの元会長である故髙橋朗氏の「質創造」に巡り合うことになった。まさ
に天の啓示と思い、企画委員会で経営の目指す姿を整理した。
　これが出発点となり2012年の年初よりほぼ毎月、愛知県中小企業診断士協会の有志による会合
が開催され、本書の内容がまとまっていったのである。
　「質創造」実践のための道具として、ＴＱＭを有効に活用することで、企業の持続的成長が可能
となる。　
　さらに、製造業に限らず、様々な分野にＴＱＭが適用されることを期待したい。日本の成長に少
しでも貢献できればと願っている。

[編集後記]　10月は季節外れの台風に毎週見舞われましたが、11月に入った途端、すっかり

秋が深まりました。しかし、ここからはゆっくりと紅葉を楽しむ間もなく、師走、クリスマスへと忙

しく日々が過ぎてゆくような…皆様にはお元気で素敵な日々を☆（細）

中部品質管理協会

〒 450-0001 名古屋市中村区那古野 1丁目 47-1 名古屋国際センタービル 11階

TEL（052）581-9841　　FAX（052）565-1205

http://www.cjqca.com

（発行元）

本年度、従来のベーシックコースを一新した「品質管理総合セミナー」
（2013年6月4日～8月22日開催【計14日間】）に受講頂いた方の声を掲載します☆

“本セミナーを受講することによって、SQC各種手法を理論から実践まで幅広く習得する

ことができ、管理技術の向上に繋がりました。これまでトヨタ社内での各種教育も受けて

きましたが、社内では即実践活用のためにソフトを利用した解析に頼ってしまうこともあ

り、結果を鵜呑みにしてしまう危険性があったことに今回気づかされました。下記観点か

ら、トヨタでは初級～中級コースを受講するレベルの設計・品質管理担当者にとって有益

なセミナーであると考えます。

　・大学、企業からの専門家講師なので、学術的・実践的両目線で学べる

　・ソフトに頼らない解析能力が身につく

　・解析結果に対する信頼性を判断するセンスが身につく

　　　　　　トヨタ自動車㈱本社工場品質管理部　主任　堀田　浩也

「“質創造”マネジメント」発刊に寄せて
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